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アドルノ TheodorWiesengrund Adorno (1903-1969) の思想にとって音楽がどれほど重要な位置を占めているか





で 1 行50文字、 400字詰原稿用紙に換算してほぼ450枚にあたる o
現代音楽における前衛は、伝統音楽やポピュラー音楽からの距離によって規定され、この距離によって独自の力を
発揮するが、その前衛音楽が既存のものとの接触を拒むあまり社会のなかで孤立すれば、距離をとろうとする努力自





























Einfachheit を求めることによって、そうした距離を解消して L、く立場だと見ることができるo そう考えるならば、
今日の状況にあってはモダンとポストモダンを越えた一つの態度のとりかたを模索しなければならな L 、。本論文は、
そうした態度のとりかたを第二のモダンとよんで、アドルノの理論に少なからず含まれているその可能性を浮かび上
がらせた。論者の見方に賛成するか否かは別にして、本論文のアドルノ分析は説得力に富んで十全であり、現代芸術
を見とおす視野は一貫していて示唆にあふれでいるo
アドルノは音楽を経験の一つモデルと考えていた。論者のこの着眼が、本論文の錯綜した重層的な論理展開を、あ
ざやかな成功に導いたといえよう。アドルノにとって経験とは、反省された理性のいとなみであり、それ自体におい
て一つの行為であった。経験は、あたえられたものの構成をとおして成立するからであるo 構成とは、図式を上から
あてはめるのではなく、所与のものの強制に逆らわぬ下からの構成でなければならな L、。そうした構成によってはじ
めて経験は成就する。このとき経験の対象は、真なるもの、なかんづく非同一なもの、他なるものであるo 非同一な
ものとは、全体のなかにあって全体に解消されないものの謂いであり、また自己にとって未知のもの、異質なものの
ことである。その経験こそもっとも濃密な経験となろう。全体のなかの矛盾や細部に目をつむることは、経験とはほ
ど遠く、また、すでに馴染みのものと出会うことは経験というよりも確認であるo このように論じ来たって、本論文
第一の独創は、音楽美学から出発してアドルノの思想全体を首尾一貫して把え、現代思想におけるアドルノの意義を、
まことに有効射程ひろく明らかにしたことにある。
「非同一なもの」が具体的に何を意味するかという点で、本論文の解明は行き届かないところがあるo しかし、そ
うした問題自体、本論文があってはじめて明らかになったことである。よって、本審査委員会は本論文を博士(文学)
の学位を授与するにふさわしいものと認定する。
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